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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 弾 性 複 合 繊 維 で あ っ て 、 繊 維 本 体 を 含 み 、 繊 維 本 体 が 以 下 の 重 量 割 合 の 物 質 ： 低 粘 度 P E  
T 1 0 ％ - 5 0 ％ 、 高 粘 度 P E T 1 0 ％ - 5 0 ％ 、 P T T 1 2 . 5 - 4 0 ％ 、 P B T 1 2 . 5 - 4 0 ％ 、 で 構 成 さ れ る  
複 合 紡 糸 に よ っ て 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 弾 性 複 合 繊 維 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 低 粘 度 P E T の 粘 度 は 、 0 . 4 ～ 0 . 7 d L / g で あ り 、 前 記 高 粘 度 P E T の 粘 度 は 、 0 . 7 ～ 0 . 9 d  
L / g で あ り 、 前 記 P T T の 粘 度 は 、 0 . 4 ～ 1 . 3 d L / g で あ り 、 前 記 P B T の 粘 度 は 、 0 . 7 ～ 1 . 3 d L /  
g で あ り 、 前 記 繊 維 本 体 の 捲 縮 数 は 、 1 c m あ た り 5 ～ 1 5 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1 に  
記 載 さ れ た 弾 性 複 合 繊 維 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 低 粘 度 P E T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 2 0 ％ で あ り 、 前 記 高 粘 度 P E T の 重 量 パ ー セ ン ト は  
、 2 0 ％ で あ り 、 前 記 P T T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 3 0 ％ で あ り 、 前 記 P B T の 重 量 パ ー セ ン ト  
は 、 3 0 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2 に 記 載 さ れ た 弾 性 複 合 繊 維 。
【 請 求 項 ４ 】
　 弾 性 複 合 繊 維 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 下 記 の ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 弾 性 複 合 繊  
維 の 製 造 方 法 ；
ス テ ッ プ A ： 低 粘 度 P E T 、 高 粘 度 P E T 、 P T T 、 P B T を 水 分 含 有 量 が 1 5 p p m 未 満 ま で 乾 燥 さ  
せ 、 こ こ で 、 低 粘 度 P E T の 粘 度 は 、 0 . 4 ～ 0 . 7 d L / g で あ り 、 高 粘 度 P E T の 粘 度 は 、 0 . 7 ～ 0 .  
9 d L / g で あ り 、 P T T の 粘 度 は 、 0 . 4 ～ 1 . 3 d L / g で あ り 、 P B T の 粘 度 は 、 0 . 8 ～ 1 . 2 d L / g で あ  

請求項の数　6　（全10頁）
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る ；
ス テ ッ プ B ： 低 粘 度 P E T 、 高 粘 度 P E T 、 P T T 、 P B T を そ れ ぞ れ ス ク リ ュ ー 押 出 機 に 入 れ て 溶  
融 押 出 し 、 計 量 ポ ン プ を 介 し て 計 量 し て 複 合 紡 糸 ア セ ン ブ リ に 送 ら れ 、 こ こ で 、 低 粘 度 P E  
T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 全 材 料 の 1 0 ％ - 5 0 ％ を 占 め 、 高 粘 度 P E T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 全  
材 料 の 1 0 ％ - 5 0 ％ を 占 め 、 P T T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 全 材 料 の 1 2 . 5 - 4 0 ％ を 占 め 、 P B T の  
重 量 パ ー セ ン ト は 、 全 材 料 の 1 2 . 5 - 4 0 ％ を 占 め 、 複 合 紡 糸 ア セ ン ブ リ か ら の 溶 融 物 は 紡 糸  
口 金 に 導 入 さ れ 、 捲 縮 さ れ て い な い 繊 維 前 駆 体 を 生 成 す る ；
ス テ ッ プ C ： ス テ ッ プ B で 得 ら れ た 繊 維 前 駆 体 に 対 し 、 テ ン シ ョ ン を か け る ヒ ー ト セ ッ ト ま  
た は テ ン シ ョ ン を か け な い ヒ ー ト セ ッ ト を 行 い 、 前 記 テ ン シ ョ ン を か け る ヒ ー ト セ ッ ト は  
、 第 1 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー 、 第 2 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー 、 第 3 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー 、 第  
4 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー を 採 用 す る 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 1 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー の 速 度 は 、 2 2 0 - 2 8 0 m / m i n で あ り 、 温 度 は 、 1 5 0 - 1 7 0 ℃ で  
あ り ； 第 2 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー の 速 度 は 、 2 2 2 - 2 8 2 m / m i n で あ り 、 温 度 は 、 1 7 0 - 1 8 0  
℃ で あ り ； 第 3 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー の 速 度 は 、 2 2 5 - 2 8 5 m / m i n で あ り 、 温 度 は 、 1 7 0 ℃  
- 1 8 0 ℃ で あ り ； 第 4 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー の 速 度 は 、 2 3 0 - 2 9 0 m / m i n で あ り 、 温 度 は 、 1  
8 0 ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 4 に 記 載 さ れ た 弾 性 複 合 繊 維 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
テ ン シ ョ ン を か け な い ヒ ー ト セ ッ ト の 温 度 は 、 8 0 ～ 1 2 0 ℃ 、 時 間 は 、 2 ～ 6 分 で あ る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 4 又 は 5 に 記 載 さ れ た 弾 性 複 合 繊 維 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 弾 性 複 合 繊 維 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
人 々 の 生 活 水 準 の 継 続 的 な 改 善 に 伴 い 、 服 の ス タ イ ル に 対 す る 人 々 の 要 求 も 日 々 高 ま っ て  
い る 。 ス ト レ ッ チ 生 地 は 国 際 市 場 で 人 気 が あ り 、 国 産 の ハ イ ス ト レ ッ チ 生 地 の 原 料 は 主 に  
ス パ ン デ ッ ク ス に 依 存 す る 、 し か し 、 ス パ ン デ ッ ク ス は 弾 力 性 が 高 く 、 滑 り や す く 、 生 地  
だ け で 使 用 さ れ る こ と は 、 め っ た に な く 、 一 般 的 に 、 コ ア ス パ ン 糸 や カ バ ー ド 糸 は 他 の 糸  
で 織 っ て い る 。 ス パ ン デ ッ ク ス の 製 織 プ ロ セ ス は 複 雑 で 染 色 性 が 悪 い 。 現 在 で は 、 三 次 元  
圧 着 弾 性 短 繊 維 は 、 市 場 で 開 発 さ れ 、 こ れ は 、 単 一 成 分 P E T 三 次 元 圧 着 中 空 繊 維 を 採 用 し  
、 機 械 式 圧 着 機 で 圧 着 し 、 そ し て リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン ヒ ー ト セ ッ テ ィ ン グ 機 を 通 っ て 、 セ ッ  
テ ィ ン グ さ れ た 生 産 方 法 に よ り 製 造 し た 機 械 圧 着 弾 性 繊 維 で あ る 。 三 次 元 中 空 繊 維 弾 性 で  
形 成 し た 製 造 方 法 は 、 主 に 圧 着 機 で 加 工 さ れ て い る 。 中 空 繊 維 の 製 造 方 法 を 採 用 し て 製 造  
さ れ た 弾 性 繊 維 は 、 紡 糸 性 、 低 密 度 、 緩 み 性 に 優 れ て い る こ と が 試 験 に よ り 証 明 さ れ て い  
る が 、 従 来 の 三 次 元 中 空 繊 維 は 、 単 一 成 分 繊 維 で あ る た め 、 か さ ば り や 手 触 り が ウ ー ル と  
は 大 き く 異 な り 、 し か も 弾 力 性 が ほ と ん ど ま た は ま っ た く な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
近 年 、 複 合 繊 維 が 、 広 く 注 目 さ れ 、 研 究 さ れ 、 そ の 複 合 繊 維 は 、 一 種 の 多 成 分 繊 維 で あ り  
、 同 じ 一 本 繊 維 の セ ク シ ョ ン に 2 つ ま た は 2 つ 以 上 の 非 混 和 性 ポ リ マ ー 繊 維 が あ り 、 例 え ば  
、 P E T  /  P T T 複 合 繊 維 、 P E T  /  P B T 複 合 繊 維 等 の 複 合 繊 維 が あ る 。 ま た 、 出 願 番 号 2 0 1 8  
1 0 9 8 7 2 1 4 . 0 （ 自 社 の 出 願 ） の 中 国 発 明 特 許 出 願 は 、 弾 性 複 合 繊 維 及 び そ の 製 造 方 法 を 開  
示 し て お り 、 具 体 的 に は 、 繊 維 本 体 低 粘 度 P E T 、 高 粘 度 P E T 、 及 び P T T を 含 み 、 ３ 種 類 の  
材 料 を 使 用 し て 対 応 す る プ ロ セ ス で 弾 性 複 合 繊 維 を 作 成 で き て い る 。 し か し な が ら 、 前 記  
弾 性 複 合 繊 維 は 、 一 般 的 な 3 次 元 圧 着 と 熱 安 定 性 の 低 下 と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の た め 、 本 願 の 発 明 者 は 、 上 記 の 問 題 に つ い て 詳 細 に 研 究 し て 、 本 願 を 提 出 す る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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上 述 し た 既 存 技 術 の 欠 点 に 対 し て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 弾 性 複 合 繊 維 及 び そ の 製 造 方 法 を 提  
供 し 、 本 発 明 は 、 P T T  / P E T  / P B T 複 合 繊 維 を つ か い 作 成 さ れ 、 材 料 間 の 合 理 的 な 調 整 及  
び 物 理 的 と 化 学 的 特 性 の 違 い に よ り 、 よ り ふ わ ふ わ で 、 よ り 明 白 な 3 次 元 構 造 と 、 よ り 優  
れ た 熱 安 定 性 を 備 え た 材 料 を 得 る こ と が で き た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 下 記 の 技 術 手 段 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
弾 性 複 合 繊 維 は 、 繊 維 本 体 を 含 み 、 繊 維 本 体 が 以 下 の 重 量 パ ー セ ン ト の 物 質 で あ る ： 低 粘  
度 P E T ： 1 0 ％ - 9 0 ％ 、 高 粘 度 P E T ： 1 0 ％ - 9 0 ％ 、 P T T ： 1 0 - 8 0 ％ 、 P B T ： 1 0 - 8 0 ％ 、 で 構  
成 さ れ る 複 合 紡 糸 に よ っ て 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 好 ま し い 方 法 と し て 、 前 記 低 粘 度 P E T の 粘 度 は 、 0 . 4 ～ 0 . 7 d L / g で あ り 、 前 記 高  
粘 度 P E T の 粘 度 は 、 0 . 7 ～ 0 . 9 d L / g で あ り 、 前 記 P T T の 粘 度 は 、 0 . 4 ～ 1 . 3 d L / g で あ り 、 前  
記 P B T の 粘 度 は 、 0 . 7 ～ 1 . 3 d L / g で あ り  、 前 記 繊 維 本 体 の 捲 縮 数 は 、 1 c m あ た り 5 ～ 1 5 で  
あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 好 ま し い 方 法 と し て 、 前 記 低 粘 度 P E T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 ２ ０ ％ で あ り 、 前 記  
高 粘 度 P E T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 ２ ０ ％ で あ り 、 前 記 P T T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 ３ ０ ％ で  
あ り 、 前 記 P B T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 ３ ０ ％ で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ れ に 対 応 し て 、 本 発 明 は 、 ま た 、 弾 性 複 合 繊 維 の 製 造 方 法 を 提 供 し 、 下 記 の ス テ ッ プ を  
含 む ；
【 ０ ０ １ １ 】
ス テ ッ プ A ： 低 粘 度 P E T 、 高 粘 度 P E T 、 P T T 、 P B T を 、 水 分 含 有 量 が 1 5 p p m 未 満 ま で 乾 燥  
さ せ る 。 こ こ で 、 低 粘 度 P E T の 粘 度 は 、 0 . 4 ～ 0 . 7 d L / g で あ り 、 高 粘 度 P E T の 粘 度 は 、 0 . 7  
～ 0 . 9  d L / g で あ り 、 P T T の 粘 度 は 、 0 . 4 ～ 1 . 3  d L / g で あ り 、 P B T の 粘 度 は 、 0 . 8 ～ 1 . 2  d L  
/ g で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ス テ ッ プ B ： 低 粘 度 P E T 、 高 粘 度 P E T 、 P T T 、 P B T を 、 そ れ ぞ れ ス ク リ ュ ー 押 出 機 に 入 れ て  
溶 融 押 出 し 、 計 量 ポ ン プ を 介 し て 計 量 し て 複 合 紡 糸 ア セ ン ブ リ に 送 ら れ る 。 低 粘 度 P E T の  
重 量 パ ー セ ン ト は 、 全 材 料 の 1 0 ％ - 9 0 ％ を 占 め 、 高 粘 度 P E T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 全 材 料  
の 1 0 ％ - 9 0 ％ を 占 め 、 P T T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 全 材 料 の 1 0 - 8 0 ％ を 占 め 、 P B T の 重 量 パ  
ー セ ン ト は 、 全 材 料 の 1 0 - 8 0 ％ を 占 め 、 複 合 紡 糸 ア セ ン ブ リ か ら の 溶 融 物 は 、 紡 糸 口 金 に  
導 入 さ れ て 噴 出 さ れ 、 噴 出 し た 後 、 並 ん だ 形 状 の 真 空 ト ウ を 形 成 し 、 そ し て 、 紡 糸 、 リ ン  
グ ブ ロ ー 、 冷 却 、 給 油 、 巻 き 取 り 、 及 び バ レ ル 落 下 を へ て か ら 、 捲 縮 さ れ て い な い ト ッ プ  
繊 維 生 糸 を 生 成 す る ；
【 ０ ０ １ ３ 】
ス テ ッ プ C ： ス テ ッ プ B で 得 ら れ た 繊 維 生 糸 を 、 2 0 時 間 で 平 衡 化 し て か ら 成 形 す る 。 成 形
に は 、 テ ン シ ョ ン ヒ ー ト セ ッ ト ま た は ル ー ズ 式 成 形 を 採 用 し 、 前 記 テ ン シ ョ ン ヒ ー ト セ ッ  
ト は 、 第 1 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー 、 第 2 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー 、 第 3 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー  
、 第 4 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー を 採 用 し 、 ス ト レ ッ チ 成 形 を す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 好 ま し い 方 法 と し て 、 前 記 複 合 紡 糸 ア セ ン ブ リ は 、 大 容 量 デ ュ ア ル チ ャ ネ ル 複 合  
紡 糸 装 置 の 紡 糸 コ ン ポ ー ネ ン ト で あ り 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ 、 フ ィ ル タ ー キ ャ ビ テ ィ 、 分 配 プ  
レ ー ト A 、 分 配 プ レ ー ト B 、 分 配 プ レ ー ト C 、 紡 糸 口 金 、 プ レ ス ブ ロ ッ ク 、 と 下 部 ハ ウ ジ ン  
グ で 構 成 す る （ 特 許 番 号 2 0 1 6 2 0 3 3 5 5 2 9 3 に 開 示 さ れ て い る 装 置 ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 好 ま し い 方 法 と し て 、 第 1 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー の 速 度 は 、 2 2 0 - 2 8 0 m / m i n で あ  
り 、 温 度 は 、 1 5 0 - 1 7 0 ℃ で あ り ； 第 2 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー の 速 度 は 、 2 2 2 - 2 8 2 m / m i n  
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で あ り 、 温 度 は 、 1 7 0 - 1 8 0 ℃ で あ り ； 第 3 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー の 速 度 は 、 2 2 5 - 2 8 5 m /  
m i n で あ り 、 温 度 は 、 1 7 0 ℃ - 1 8 0 ℃ で あ り ； 第 4 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー の 速 度 は 、 2 3 0 - 2  
9 0 m / m i n で あ り 、 温 度 は 、 1 8 0 ℃ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 好 ま し い 方 法 と し て 、 ル ー ズ 式 ヒ ー ト セ ッ ト の 温 度 は 、 8 0 ～ 1 2 0 ℃ 、 時 間 は 、 2  
～ 6 分 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
従 来 の 技 術 と 比 較 し て 、 本 発 明 は 、 以 下 の 有 益 な 効 果 を 有 す る ：
【 ０ ０ １ ８ 】
１ ． 本 発 明 は 、 P E T 、 P T T 、 P B T 等 ３ 種 類 繊 維 の 複 合 弾 性 繊 維 の 市 場 ギ ャ ッ プ を 解 決 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
２ ． 本 発 明 は 、 P E T 、 P T T 、 P B T ３ 種 類 繊 維 の 利 点 を 組 み 合 わ せ 、 良 好 な 紡 糸 性 、 高 強 度  
、 良 好 な 弾 性 、 柔 ら か さ お よ び 快 適 さ 、 容 易 な 染 色 、 吸 湿 な ど の 利 点 を 有 す る だ け で な く  
、 材 料 間 の 合 理 的 な 調 整 及 び 物 理 的 と 化 学 的 特 性 の 違 い に よ り 、 複 合 繊 維 の 3 次 元 構 造 が  
よ り 顕 著 に な り 、 熱 安 定 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
３ ． 本 発 明 は 、 P E T 、 P T T と P B T の 異 な る 分 子 構 造 お よ び 結 晶 特 性 に よ っ て 生 成 さ れ る 複  
合 自 己 圧 着 弾 性 特 性 を 採 用 し 、 そ し て 大 容 量 デ ュ ア ル チ ャ ネ ル 複 合 紡 糸 装 置 の 紡 糸 部 材 を  
介 し て 平 行 P T T  /  P E T  /  P B T 複 合 弾 性 短 繊 維 を 生 成 し 、 前 記 短 繊 維 は 、 ふ わ ふ わ さ 、 柔 ら  
か さ 、 鮮 や か な 色 を 有 し 、 し か も 一 定 の 弾 力 性 と 弾 力 性 の 回 復 が あ り 、 そ れ に よ っ て 、 三  
次 元 構 造 が よ り 目 立 ち 、 熱 安 定 性 が 向 上 し 、 従 来 の 弾 性 繊 維 の 、 高 価 な 価 格 、 か さ ば り の  
悪 さ 、 手 触 り の 悪 さ 、 染 色 性 の 悪 さ 、 脱 色 の し や す さ 等 の 問 題 を 解 決 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
４ ． 本 発 明 は 、 ス パ ン デ ッ ク ス 材 料 に 相 対 し て 、 コ ア ス パ ン ヤ ー ン の 製 造 プ ロ セ ス を 低 減  
し 、 操 作 プ ロ セ ス を 単 純 化 し 、 人 件 費 を 大 幅 に 節 約 し 、 そ し て 資 源 の 浪 費 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
５ ． 本 発 明 に よ り 製 造 さ れ る 複 合 材 料 は 、 広 く 応 用 さ れ 、 カ ー ペ ッ ト 、 私 服 、 フ ァ ッ シ ョ  
ン 服 、 下 着 、 ス ポ ー ツ ウ ェ ア 、 水 着 、 靴 下 な ど の 製 造 に 適 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
下 記 は 、 実 施 例 を 併 せ て 、 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 の 実 施 例 は 、 こ れ に  
限 定 さ れ な い 。 本 発 明 の 上 述 し た 技 術 的 思 想 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 当 分 野 に お け る 共 通  
の 技 術 的 知 識 お よ び 従 来 の 手 段 に 基 づ く 、 様 々 な 代 替 お よ び 変 更 が 本 発 明 の 範 囲 に 含 ま れ  
る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
実 施 例 １
【 ０ ０ ２ ５ 】
弾 性 複 合 繊 維 の 製 造 方 法 は 、 下 記 の ス テ ッ プ を 含 む ：
【 ０ ０ ２ ６ 】
ス テ ッ プ A ： 低 粘 度 P E T 、 高 粘 度 P E T 、 P T T 、 P B T を 水 分 含 有 量 が 1 5 p p m 未 満 ま で 乾 燥 す  
る 。 低 粘 度 P E T の 粘 度 は 、 0 . 4 2  d L / g で あ り 、 高 粘 度 P E T の 粘 度 は 、 0 . 8 3  d L / g で あ り 、  
P T T の 粘 度 は 、 0 . 9 2  d L / g で あ り 、 P B T の 粘 度 は 、 0 . 9 2  d L / g で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ス テ ッ プ B ： 低 粘 度 P E T 、 高 粘 度 P E T 、 P T T 、 P B T を そ れ ぞ れ ス ク リ ュ ー 押 出 機 に 入 れ て 溶  
融 押 出 し 、 計 量 ポ ン プ を 介 し て 計 量 し て 複 合 紡 糸 ア セ ン ブ リ に 送 ら れ る 。 前 記 複 合 紡 糸 ア  
セ ン ブ リ は 、 大 容 量 デ ュ ア ル チ ャ ネ ル 複 合 紡 糸 装 置 の 紡 糸 コ ン ポ ー ネ ン ト で あ り 、 低 粘 度  
P E T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 全 材 料 の 2 0 ％ を 占 め 、 高 粘 度 P E T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 全 材 料  
の 2 0 ％ を 占 め 、 P T T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 全 材 料 の 3 0 ％ を 占 め 、 P B T の 重 量 パ ー セ ン ト  
は 、 全 材 料 の 3 0 ％ を 占 め 、 複 合 紡 糸 ア セ ン ブ リ か ら の 溶 融 物 は 、 紡 糸 口 金 に 導 入 さ れ て 噴  
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出 さ れ 、 噴 出 し た 後 、 並 ん だ 形 状 の 真 空 ト ウ を 形 成 し 、 そ し て 、 紡 糸 、 リ ン グ ブ ロ ー 、 冷  
却 、 給 油 、 巻 き 取 り 、 及 び バ レ ル 落 下 を 経 て 、 圧 着 さ れ て い な い ト ッ プ 繊 維 生 糸 を 生 成 す  
る ；
【 ０ ０ ２ ８ 】
ス テ ッ プ C ： ス テ ッ プ B で 得 ら れ た 繊 維 生 糸 を 2 0 時 間 で 平 衡 化 し て か ら 成 形 す る 。 成 形 に  
は 、 テ ン シ ョ ン ヒ ー ト セ ッ ト を 採 用 し 、 前 記 テ ン シ ョ ン ヒ ー ト セ ッ ト は 、 第 1 ト ラ ク シ ョ  
ン ロ ー ラ ー 、 第 2 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー 、 第 3 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー 、 第 4 ト ラ ク シ ョ ン ロ  
ー ラ ー を 採 用 し 、 ス ト レ ッ チ 成 形 を し て お り 、 第 1 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー の 速 度 は 、 2 5 0 m  
/ m i n で あ り 、 温 度 は 、 1 6 0 ℃ で あ り ； 第 2 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー の 速 度 は 、 2 5 0 m / m i n で  
あ り 、 温 度 は 、 1 7 5 ℃ で あ り ； 第 3 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー の 速 度 は 、 2 5 0 m / m i n で あ り 、  
温 度 は 、 1 7 5 ℃ で あ り ； 第 4 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー の 速 度 は 、 2 5 0 m / m i n で あ り 、 温 度 は  
、 1 8 0 ℃ で あ る 。 こ の 実 施 例 で は 、 複 数 の 第 1 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー 、 第 2 ト ラ ク シ ョ ン ロ  
ー ラ ー 、 第 3 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー 、 第 4 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー を 採 用 す る 。 各 ト ラ ク シ ョ  
ン ロ ー ラ ー の 温 度 が 、 順 次 上 昇 す る た め 、 繊 維 の 温 度 が 、 よ り 均 一 に 加 熱 さ れ 、 繊 維 の 成  
型 構 造 が 、 よ り 良 く 、 よ り 安 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
実 施 例 １ に よ っ て 、 得 ら れ た 複 合 繊 維 の 関 連 性 能 の パ ラ メ ー タ ー は 、 次 の と お り ：
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 表 １ 】

【 ０ ０ ３ １ 】
実 施 例 ２
【 ０ ０ ３ ２ 】
ス テ ッ プ A ： 低 粘 度 P E T 、 高 粘 度 P E T 、 P T T 、 P B T を 水 分 含 有 量 が 1 5 p p m 未 満 ま で 乾 燥 す  
る 。 低 粘 度 P E T の 粘 度 は 、 0 . 4 2  d L / g で あ り 、 高 粘 度 P E T の 粘 度 は 、 0 . 8 3  d L / g で あ り 、  
P T T の 粘 度 は 、 0 . 9 2  d L / g で あ り 、 P B T の 粘 度 は 、 0 . 9 2  d L / g で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ス テ ッ プ B ： 低 粘 度 P E T 、 高 粘 度 P E T 、 P T T 、 P B T を そ れ ぞ れ ス ク リ ュ ー 押 出 機 に 入 れ て 溶  
融 押 出 し 、 計 量 ポ ン プ を 介 し て 計 量 し て 複 合 紡 糸 ア セ ン ブ リ に 送 ら れ る 。 前 記 複 合 紡 糸 ア  
セ ン ブ リ は 、 大 容 量 デ ュ ア ル チ ャ ネ ル 複 合 紡 糸 装 置 の 紡 糸 コ ン ポ ー ネ ン ト で あ り 、 低 粘 度  
P E T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 全 材 料 の 2 0 ％ を 占 め 、 高 粘 度 P E T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 全 材 料  
の 2 0 ％ を 占 め 、 P T T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 全 材 料 の 3 0 ％ を 占 め 、 P B T の 重 量 パ ー セ ン ト  
は 、 全 材 料 の 3 0 ％ を 占 め 、 複 合 紡 糸 ア セ ン ブ リ か ら の 溶 融 物 は 、 紡 糸 口 金 に 導 入 さ れ て 噴  
出 さ れ る 。 噴 出 し た 後 、 並 ん だ 形 状 の 真 空 ト ウ を 形 成 し 、 そ し て 、 紡 糸 、 リ ン グ ブ ロ ー 、  
冷 却 、 給 油 、 巻 き 取 り 、 及 び バ レ ル 落 下 を 経 て 、 圧 着 さ れ て い な い ト ッ プ 繊 維 生 糸 を 生 成  
す る ；
【 ０ ０ ３ ４ 】
ス テ ッ プ C ： ス テ ッ プ B で 得 ら れ た 繊 維 を 成 形 す る 。 成 形 は 、 ル ー ズ 式 成 形 を 使 用 し 、 ル ー  
ズ 式 成 形 の 温 度 は 、 1 0 0 ℃ で あ り 、 時 間 は 、 4 分 で あ る 。 繊 維 は 、 成 形 す る 過 程 に 、 内 部  
応 力 が 解 放 さ れ 、 高 分 子 の 配 列 が 最 も 安 定 し た 状 態 に 達 し て お ら ず 、 繊 維 の 圧 着 形 態 が 安  
定 す る 。 ル ー ズ 式 成 形 は 、 張 力 の な い 状 態 を 利 用 し て 、 繊 維 を 完 全 に リ ラ ッ ク ス さ せ 、 繊  
維 の 内 部 応 力 を 排 除 し て 、 繊 維 構 造 を 完 全 で 安 定 さ せ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
実 施 例 ２ に よ っ て 、 得 ら れ た 複 合 繊 維 の 関 連 性 能 の パ ラ メ ー タ ー は 、 次 の と お り ：
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 表 ２ 】

【 ０ ０ ３ ７ 】
実 施 例 ３
【 ０ ０ ３ ８ 】
弾 性 複 合 繊 維 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 下 記 の ス テ ッ プ を 含 む ：
【 ０ ０ ３ ９ 】
ス テ ッ プ A ： 低 粘 度 P E T 、 高 粘 度 P E T 、 P T T 、 P B T を 水 分 含 有 量 が 1 5 p p m 未 満 ま で 乾 燥 す  
る 。 低 粘 度 P E T の 粘 度 は 、 0 . 5 5  d L / g で あ り 、 高 粘 度 P E T の 粘 度 は 、 0 . 7 5  d L / g で あ り 、  
P T T の 粘 度 は 、 0 . 9 5  d L / g で あ り 、 P B T の 粘 度 は 、 0 . 9 5  d L / g で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ス テ ッ プ B ： 低 粘 度 P E T 、 高 粘 度 P E T 、 P T T 、 P B T を そ れ ぞ れ ス ク リ ュ ー 押 出 機 に 入 れ て 溶  
融 押 出 し 、 計 量 ポ ン プ を 介 し て 計 量 し て 複 合 紡 糸 ア セ ン ブ リ に 送 ら れ る 。 前 記 複 合 紡 糸 ア  
セ ン ブ リ は 、 大 容 量 デ ュ ア ル チ ャ ネ ル 複 合 紡 糸 装 置 の 紡 糸 コ ン ポ ー ネ ン ト で あ り 、 低 粘 度  
P E T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 全 材 料 の 2 0 ％ を 占 め 、 高 粘 度 P E T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 全 材 料  
の 2 0 ％ を 占 め 、 P T T の 重 量 パ ー セ ン ト は 、 全 材 料 の 3 0 ％ を 占 め 、 P B T の 重 量 パ ー セ ン ト  
は 、 全 材 料 の 3 0 ％ を 占 め 、 複 合 紡 糸 ア セ ン ブ リ か ら の 溶 融 物 は 、 紡 糸 口 金 に 導 入 さ れ て 噴  
出 さ れ る 。 噴 出 し た 後 、 並 ん だ 形 状 の 真 空 ト ウ を 形 成 し 、 そ し て 、 紡 糸 、 リ ン グ ブ ロ ー 、  
冷 却 、 給 油 、 巻 き 取 り 、 及 び バ レ ル 落 下 を 経 て 、 圧 着 さ れ て い な い ト ッ プ 繊 維 生 糸 を 生 成  
す る ；
【 ０ ０ ４ １ 】
ス テ ッ プ C ： ス テ ッ プ B で 得 ら れ た 繊 維 生 糸 を 2 0 時 間 で 平 衡 化 し て か ら 成 形 す る 。 成 形 す  
る の は 、 テ ン シ ョ ン ヒ ー ト セ ッ ト を 採 用 す る 。 前 記 テ ン シ ョ ン ヒ ー ト セ ッ ト は 、 第 1 ト ラ  
ク シ ョ ン ロ ー ラ ー 、 第 2 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー 、 第 3 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー 、 第 4 ト ラ ク シ  
ョ ン ロ ー ラ ー を 採 用 す る 。 ス ト レ ッ チ 成 形 を し て お り 、 第 1 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー の 速 度  
は 、 2 5 0 m / m i n で あ り 、 温 度 は 、 1 6 0 ℃ で あ り ； 第 2 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー の 速 度 は 、 2 5  
0 m / m i n で あ り 、 温 度 は 、 1 7 5 ℃ で あ り ； 第 3 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー の 速 度 は 、 2 5 0 m / m i  
n で あ り 、 温 度 は 、 1 7 5 ℃ で あ り ； 第 4 ト ラ ク シ ョ ン ロ ー ラ ー の 速 度 は 、 2 5 0 m / m i n で あ  
り 、 温 度 は 、 1 8 0 ℃ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
実 施 例 ３ に よ っ て 、 得 ら れ た 複 合 繊 維 の 関 連 性 能 の パ ラ メ ー タ ー は 、 次 の と お り ：
【 ０ ０ ４ ３ 】
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【 表 ３ 】

【 ０ ０ ４ ４ 】
実 施 例 ４ ～ ６
【 ０ ０ ４ ５ 】
低 粘 度 P E T 、 高 粘 度 P E T 、 P T T 、 P B T の 重 量 比 率 が 異 な る こ と を 除 い て 、 製 造 方 法 は 、 実  
施 例 ３ と 同 じ で 、 得 ら れ た 弾 性 複 合 繊 維 の 関 連 す る 性 能 パ ラ メ ー タ は 次 の と お り で あ る ：
【 表 ４ 】

【 ０ ０ ４ ６ 】
実 施 例 ７ ～ ９
【 ０ ０ ４ ７ 】
低 粘 度 P E T 、 高 粘 度 P E T 、 P T T 、 及 び P B T の 異 な る 粘 度 を 除 い て 、 製 造 方 法 は 、 実 施 例 3 の  
方 法 と 同 じ で 、 得 ら れ た 複 合 繊 維 の 関 連 す る 性 能 パ ラ メ ー タ ー は 次 の と お り で あ る ：
【 表 ５ 】

【 ０ ０ ４ ８ 】
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本 発 明 の ス ク リ ュ ー 押 出 機 に お い て 、 ス ク リ ュ ー は 、 5 つ の ゾ ー ン に 分 か れ て お り 、 ス ク  
リ ュ ー の ５ つ の ゾ ー ン の 温 度 は 、 そ れ ぞ れ ２ ６ ５ ℃ 、 ２ ７ ５ ℃ 、 ２ ８ ０ ℃ 、 ２ ８ ０ ℃ 、 と  
２ ７ ５ ℃ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
本 発 明 に お い て 、 紡 糸 口 金 か ら 出 て く る 繊 維 は 、 循 環 吹 氣 冷 卻 を 採 用 し 、 温 度 は ２ ０ ℃ で  
あ り 、 風 速 は ２ ｍ ／ 秒 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
本 発 明 に お い て 、 低 粘 度 の P E T は 、 テ レ フ タ ル 酸 お よ び 過 剰 の グ リ コ ー ル で 重 合 さ れ て い  
る 過 程 に 得 ら れ た グ リ コ ー ル の 過 剰 3 3 ％ （ モ ル 比 ） を 採 用 し 、 そ の 中 で 、 グ リ コ ー ル は 、  
1 , 2 - プ ロ パ ン ジ オ ー ル と ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル を 使 用 し 、 1 , 2 - プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル と ジ  
エ チ レ ン グ リ コ ー ル の モ ル 比 は 、 7 0 ： 3 0 - 5 0 ： 5 0 に 制 御 さ れ 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル の  
モ ル 比 が 、 増 加 す る と 、 低 粘 度 P E T の 流 動 性 は 、 増 加 す る が 、 強 度 は 徐 々 に 低 下 す る 。 高  
粘 度 の P E T は 、 従 来 の P E T で 増 粘 処 理 を 通 っ て 、 具 体 的 に は 、 液 相 増 粘 プ ロ セ ス を 採 用 し  
て 、 液 体 の 小 さ い 分 子 を 抽 出 す る こ と で 精 製 と 粘 度 作 用 の 向 上 を 実 現 し 、 増 粘 処 理 後 の P E  
T の 剛 性 が 増 し 、 強 度 の 向 上 が 複 合 繊 維 の 硬 度 向 上 に 重 要 な 役 割 を 果 た す 。  本 発 明 に お け  
る P T T お よ び P B T は 、 市 販 さ れ て い る 従 来 の P T T Ｔ お よ び P B T を 採 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
比 較 例
【 ０ ０ ５ ２ 】
出 願 2 0 1 8 1 0 9 8 7 2 1 4 . 0 の 技 術 方 法
【 ０ ０ ５ ３ 】
低 粘 度 P E T 、 高 粘 度 P E T 、 P T T 、 及 び P B T の 重 量 比 が 異 な る こ と を 除 い て 、 製 造 方 法 は 、  
実 施 例 3 の 方 法 と 同 じ で 、 得 ら れ た 複 合 繊 維 の 関 連 す る 性 能 パ ラ メ ー タ ー は 次 の と お り で  
あ る ：
【 表 ６ 】

【 ０ ０ ５ ４ 】
本 発 明 の 実 施 例 １ ～ ９ で 製 造 さ れ た 複 合 繊 維 と 比 較 例 （ 出 願 2 0 1 8 1 0 9 8 7 2 1 4 . 0 の 技 術 方  
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案 ） で 製 造 さ れ た 複 合 繊 維 の 関 連 パ ラ メ ー タ を 比 較 す る こ と に よ り 、 本 発 明 の 方 法 に よ っ  
て 製 造 さ れ た 複 合 繊 維 は 、 よ り 高 い 強 度 を 有 す る だ け で な く 、 良 好 な 三 次 元 圧 着 度 を 有 し  
、 熱 安 定 性 が 大 幅 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
上 述 し た 実 施 例 が 説 明 さ れ た が 、 当 技 術 分 野 の 当 業 者 は 、 基 本 的 な 創 造 的 概 念 を 習 得 す る  
と 、 こ れ ら の 実 施 例 に 追 加 の 変 更 及 び 修 正 を 加 え る こ と が で き 、 従 っ て 、 上 述 し た 説 明 は  
、 本 発 明 の 単 な る 例 で あ り 、 本 発 明 の 特 許 保 護 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な く 、 本 発 明 の  
明 細 書 を 使 用 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 、 又 は 他 の 関 連 す る 技 術 分 野 で 直 接 的 又 は 間 接 的  
に 使 用 さ れ る 任 意 の 同 等 の 構 造 又 は 同 等 の プ ロ セ ス 変 換 は 、 同 様 に 本 発 明 の 特 許 保 護 の 範  
囲 に 含 ま れ る 。
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